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〈書評と応答〉
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） この点は，後のスミスとは大きく異なっている。スミスは「体系の人」（the man of system）
の批判を行い，たとえ法に適うとしてもそうした権力の行使は個人にとって抑圧的となると主張
している。〔Adam Smith, The Theory of Moral Sentiments, D.D. Raphael, A.L. Macfie（ed.）,
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